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長崎県映画センターとは

 長崎県内に良質の映画を届けることを目的に創立された民間団体です。

 佐藤由美子理事長をはじめ、理事１3名で運営しています。

 長崎市文化団体にも登録しています。

＜加盟組織＞

 全国映画センター

 協同組合JSN（ジャパン・スロー・シネマネットワーク）

創立 １９７６年５月
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さまざまな取り組み方の上映会を

提案実施しています。

 観たい映画、観てもらいたい映画をみんなで前売券を普及しながら

経費を賄う「有料自主上映会」

 学校で授業の一環で子どもたちが映画を鑑賞する「学校上映」

 福祉や人権をテーマにした啓発上映会

 ホール（文化会館など）との共催事業
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長崎県内各地で上映しています。

 長崎県内の文化施設、公民館の講堂、学校の体育館など

長崎市民会館 チトセピアホール 長崎市出津ふれあいセンター

アルカスSASEBO 諫早文化会館 たらみ図書館海のホール

島原文化会館 愛の夢未来センター 深江ふるさと伝承館

福江文化会館 新上五島町鯨賓館ホール 小値賀町民文化セール

対馬市交流センター 上対馬総合センター 大島文化ホール

平戸文化センター 佐々町文化会館 シーハットおおむら

映写機材や
スクリーンを
持ち込むことも
あります。
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多彩なテーマ

楽しみながら役にたつ劇映画

長崎県内の劇場で公開されないドキュメンタリー映画など
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大切にしていること

〇映画が持っているテーマに関係した活動をしている市民や団体との連携

〇観て、知って、学びがある上映会づくり

高齢者福祉
認知症

更生保護
人権

平和

心のケア

長崎県 長崎県内各市町 教育委員会 社会福祉協議会

福祉団体 まちづくり協議会 実行委員会 など
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『オレンジ・ランプ』のとりくみ

認知症の人と家族の会長崎県支部 × 長崎県映画センター

映画『オレンジ・ランプ』長崎県上映をひろめる会
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１９市町 ２７会場で上映

鑑賞者数 １１，１４２名

有料上映会

みんなで笑って、泣いて

映画を通して

認知症の人のこと

認知症の人の家族のこと

認知症の人との接し方など

学び合いました。
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各地上映会の要員アルバ
イトにフリースペースの
若者たちを起用。
会場設営、受付など担当

子ども虐待防止地域研修会

スモールステップ

社会とのかかわり

平成２４年度長崎県児童委員・主任児童委員

ー映画と講話のつどいー
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長崎県孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム

長崎県映画センターの活動を振り返ってみると

特別意識していたわけではありませんが

孤独・孤立についても、少しかかわりがあるかも・・・

このような取り組みを初めて知りました。

理事会の会議で検討して登録することにしました。
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「孤独」「孤立」に関連する作品
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みんなもろい

街も、家族も、

わたしの心も

阪神淡路大震災の翌月に神戸に生まれた

在日韓国人３世の女性が主人公

自身の出自と親から聞かされる震災の記憶の

板挟みになり双極性障害を発症した主人公が

回復を目指すなかで希望を見出していく

『港に灯がともる』

新作
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２０２６年

１０月４日（日）

長崎市民会館文化ホール

宮地尚子先生× 安成洋プロデューサー

映画『港に灯がともる』上映会＆トークイベント

世界メンタルヘルスデー企画

（精神科医、一橋大学名誉教授）
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集団で映画を鑑賞し共有する

上映会は交流の場
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ありがとうございました。

長崎県映画センター
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